
    

気
に
な
る
こ
と 

 

岩
手
県
立
美
術
館
の
常
設
展
示
室

に
行
く
と
、
そ
の
前
で
決
ま
っ
て
立

ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
作
品
が
あ
る
。

萬
鉄
五
郎
の
《
雲
の
あ
る
自
画
像
》

だ
。 

 

絵
は
一
面
の
黒
っ
ぽ
い
背
景
で
、

中
央
に
憔
悴
し
き
っ
た
よ
う
な
表
情

の
男
の
上
半
身
が
描
か
れ
て
い
る
。

髪
は
や
や
中
央
で
少
し
左
右
に
分
か

れ
、
紫
が
か
っ
た
色
を
し
て
い
る
。

奇
妙
な
の
は
、
頭
の
す
ぐ
上
に
サ
ツ

マ
イ
モ
の
よ
う
な
雲
が
、
頭
部
す
れ

す
れ
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。 

 

ま
ず
通
常
、
頭
の
す
ぐ
上
に
雲
が

あ
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
え
な
い
。
肩

を
落
と
し
、
隈
の
あ
る
顔
を
や
や
俯

か
せ
て
、
頭
の
上
に
心
臓
の
よ
う
な 
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４月、新年度の始まりです。自然も

新しいシーズンを迎えたところ。石

神の丘では少しずつ木々が芽吹

き、風景が鮮やかな色に変わりつ

つ 

 

 

つあります。これから初夏にかけて屋外展示場は、草木がぐんぐん成長し、

山野草が次々に花を咲かせるなど、日々その姿をかえます。ときには「ケー

ン、ケーン」となくキジにも出会えるかもしれません。４月下旬から５月上旬

にかけては、屋外展示場へ出てすぐ右手の斜面に咲くスイセンもオススメ

のひとつ。庭先や田畑でも見かけるおなじみの花ですが、一面に咲き、明

るい黄色や白色が風に揺れる様子は、花たちがおしゃべりをしているような

可愛らしさがあります。甘い香りも楽しめますよ。 

企画展示室では、４月１３日（日）まで「第９回 発掘された岩手町の遺跡展

―２０年の歩み展」を開催しています。これまでの発掘調査の成果や、貴重

な遺物もさることながら、この展覧会の隠れた人気となっているのが展覧

会にあわせ販売している「勾玉（まがたま）キット」。古代のアクセサリー「勾

玉」を滑石（かっせき）や琥珀（こはく）で手づくりしてみてはいかがでしょう

か。４月２６日（土）からは、美術館が開館して１５周年、また美術団体「エコー

ル・ド・エヌ」が盛岡で５０回目の展覧会を開くことを記念して「岩手町から

はじまった美術団体〈エコール・ド・エヌ〉草創期展」を開催します。 

雲
。
ど
う
見
て
も
奇
妙
な
印
象
を
受

け
る
。
人
物
は
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も
、
疲
労
困
憊
し
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
絵
の
題
名
は
誰
が
付
け
た

の
か
。《
雲
の
あ
る
自
画
像
》
と
い
う

題
を
も
つ
作
品
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

も
し
萬
が
自
ら
付
け
た
タ
イ
ト
ル
な

ら
、
萬
は
、
そ
の
雲
に
何
ら
か
の
意

味
付
け
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

そ
れ
は
何
か
。
頭
上
に
描
い
た
雲

は
、
自
身
の
魂
（
た
ま
し
い
）
を
意

味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私

は
考
え
て
い
る
。
魂
の
抜
け
て
し
ま

っ
た
自
分
の
姿
。
そ
れ
が
、
こ
の
絵

の
主
題
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
考
え

る
と
、
納
得
が
い
く
。
し
か
し
、
憔

悴
し
き
っ
た
自
身
の
姿
を
萬
は
な
ぜ

描
い
た
の
か
。 

 

そ
れ
も
ま
た
疑
問
で
あ
る
。
萬
は

人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
描
い
て
い

る
。
そ
の
な
か
の
一
つ
で
、
特
に
、

こ
の
絵
は
、
心
理
描
写
へ
の
試
み
で 

 

あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で

あ
る
。 

萬
に
は
、
ほ
か
に
も
別
の
《
雲
の

あ
る
自
画
像
》
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は

和
服
姿
の
男
が
描
か
れ
、
頭
部
の
左

右
に
赤
い
雲
と
緑
の
雲
が
描
か
れ
て

い
る
。
空
も
濃
い
青
系
で
画
面
も
暗

い
印
象
を
与
え
な
い
。
男
は
和
服
姿

で
表
情
も
柔
和
に
描
か
れ
て
い
る
。 

同
じ
題
名
を
持
つ
二
つ
の
絵
の
、

こ
の
極
端
な
違
い
は
何
な
の
か
。
萬

の
代
表
作
の
ひ
と
つ
《
裸
体
美
人
》

の
頭
上
に
も
ピ
ン
ク
の
雲
が
大
き
く

描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
意
味
あ

り
げ
で
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。 雲

と
い
え
ば
ル
ソ
ー
の
自
画
像
に

描
か
れ
て
い
る
雲
も
気
に
な
っ
て
い

る
。
あ
の
雲
は
日
本
の
概
念
図
だ
と

し
か
思
え
な
い
の
だ
が
、
確
証
は
な

い
。
が
、
確
信
は
あ
る
。 

 

（
芸
術
監
督
・
六
岡 

康
光
）

互 

第９回 発掘された岩手町の遺跡展 
  ―20 年の歩み展― 

会    期：4 月 13 日〔日〕まで 

開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 

※会期中休館日はありません 
 

  



 

道の駅・石神の丘オリジナル

携帯ストラップができました

岩手町の特産品を

モデルにしたキャラ

クター「たまなぼう

や」（モデル：キャベツ

「春みどり」）と「ブル

ベリーナ」（モデル：ブ

ルーベリー）が携帯ス

トラップになりまし

た。記念に、おみや

げにいかがですか。 

ビーズ付ストラップ ３６０円 

手づくり人形風ストラップ ３８０円

産直のほか、美術館でも販売しています

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

★★北緯４０度(市町村)★★ 

味めぐりコース料理 
〈食前酒〉ブルーベリーワイン(岩手町)〈オ

ードブル〉芽ワカメ(普代村)ねばり芋(岩手

町)杜仲茶ポーク生ハム(八幡平市)に山

葡萄(葛巻町）のソースを添えて〈スープ〉

奥羽牛(岩手町）ホロホロ鶏（八幡平市）龍

泉洞の水を使ったコンソメスープ〈魚料理〉

白身魚のポアレ(普代村）〈肉料理〉やまと

豚ヒレ肉(岩手町）とくずまき牧場ゴーダチ

ーズのグリル〈パンｏｒライス〉〈季節のサラ

ダ〉〈デザート〉菊池牧場さんの牛乳を使っ

たプリン(岩手町）〈オー 

ガニックコーヒー〉（龍 

泉洞の水でドリップ） 

￥３，５００ 

上記番号へ要予約 

石神の丘に 

トンキーを飛ばそう！ 

美術館ホールに新しい本を設置しました。

岩手町葉木田の千葉勝彦(ペンネーム千種

拓夢・ちぐさひろむ)さんが出版した《ダンブリ

ガエルのトンキー》です。物語の舞台は石

神の丘。〈やんたおじさん〉と〈トンキー〉と名

付けられたダンブリガエル(千葉さんの造語で

「竹とんぼ」のこと）の心の交流が描かれてい

ます。 この本や、千葉さん 

が製作した竹とんぼは、道 

の駅で販売しています。 あ 

なたも石神の丘にトンキー 

を飛ばしてみませんか。 

石神の丘にも春がきた

 
 
 

 

３月１９日、屋外展示場にフクジュ

ソウが咲いているのを見つけまし

た。シロバナエンレイソウ／シラ

ネアオイ／イカリソウ／シュンラ

ン／カタクリ etc…これから初夏

にかけては山野草のシーズン。

屋外展示場を散策した際は、足

元を注意してみてくださいね。さ

りげなく咲く、可憐な姿に出会え

るはずです。 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600 まで 

企画展示室■４月１３日（日）まで開催■ 

 

第９回 発掘された岩手町の遺跡展 ―20 年の歩み展―

岩手町教育委員会が町内の発掘調査をはじめて

から今年で 20 年。この展覧会では、教育委員会が

発掘調査を行った岩手町内 12 の遺跡を紹介する

ほか、遮光器土偶や土面などこれまでに町内で発

見された貴重な遺物を紹介しています。 展示品

の中には、ミニチュア土器やオカリナ型の土器、勾

玉等の装身具など、めずらしいものもたくさんあ

りますよ。ぜひ、この機会にご覧ください。 

企画展示室■４月２６日（土）から開催■ 
 
石神の丘美術館開館１５周年記念/第５０回記念エコール・ド・エヌ盛岡展

岩手町からはじまった美術団体 

〈エコール・ド・エヌ〉草創期展 
美術団体「エコール・ド・エヌ」は、1957

（昭和 32）年、岩手町沼宮内で誕生しま

した。当時、盛岡以南に比べ芸術運動の

少なかった県北で誕生した団体は、活発

な活動を展開し、岩手の美術に一つの

流れをつくったといえるでしょう。この展覧

会は、岩手町における芸術振興にも大き

な役割を果たした美術団体「エコール・

ド・エヌ」の草創期を当時の会員作品や

写真資料等を通じ振り返ります。 

1962(昭和３７)年「第１回エコール・ド・エヌ盛

岡展」 会場／川徳デパート    

〈後列左から〉嶋屋征一／齋藤孝三／及

川久／福川博喜／齋藤忠誠〈前列〉海野

経／稲村健二／柳沢洋四郎／高橋昭治 

会  期：２００８年４月２６日（土）～６月１５日（日）  ※会期中休館日はありません

観覧料：一般３００円/大・高生２００円/中学生以下無料  ※屋外観覧含む 


